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 新年度がスタートしました。今年も制限がある中ですが、幼稚部4 名、小学部２名、中学部１０名、高等部

６名の新入生が晴れの入学式の舞台に立ちました。また、幼稚部3年と小学部2 年・4年に転入生も迎えまし

た。教職員も多く入れ替わりがありました。お互いにまだ慣れない点もありますが、明るく楽しく、活気あふ

れる学校づくりに職員一同力を合わせて取り組んでいきます。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

チャレンジ 

今年もつつじが美しい花を咲かせ、心を和ませてくれています。このような毎年の自然

の営みが私たちを助けてくれる一方で、新型コロナウイルス感染症の流行は依然として収

束していません。現在は爆発的な感染拡大とはなっていませんが、本年度も新型コロナウ

イルス感染症の流行状況を見ながらの学校運営になっていくことと思われます。保護者の

皆様にも様々なご協力をお願いすることがあるかと思いますが、何卒よろしくお願いいた

します。 

 

さて、今年の始業式・入学式では新入生・在校生に今年度にやってほしいこととして「チ

ャレンジ」ということを話しました。もちろん、学校というところは毎日新しいことを学

ぶ場所なので、日 「々チャレンジ」している、ということができるかもしれません。でも、

ここでいう「チャレンジ」とは、いわれたことや決まっていることをやるだけではなくて、

何かひとつでも良いので自分から目標を立てて、それに向かってがんばってほしい、とい

うことです。今までがんばってきたことでも良いですし、まったく新しいことでも良いと

思います。自分から意識をして何かに向かっていくこと。この経験が非常に大事な事だと

思っています。新しいことに「チャレンジ」する場合、最初からうまくいくとは限りませ

ん。でも、学校は失敗も許される場です。まずは「チャレンジ」してほしいと思っていま

す。いろいろなことに「チャレンジ」して、年度末に一回り大きくなった子どもたちの姿

を見ることができることに期待しています。しかし、うまくいかない時は、気持ちが落ち

込んでしまうこともあるかもしれません。そんな時は、まわりの人に頼る 

ことも大事な事です。悩んだ時は一人で抱え込まず、まわりの人に相談で 

きること。こんな力も「チャレンジ」の過程で身に付けてもらえると良い 

と思っています。 

 

これからの一年が、一人ひとりの子どもたちにとって有意義な一年とな 

るようがんばっていきたいと思っています。また、何かございましたらい 

つでもお越しください。よろしくお願いいたします。 

校長 中川 修一            



 

各部の便りから 

－各学部の取組を、学部便りやクラス便り等からピックアップして紹介します－ 

乳幼児教育相談 

 ４月１４日（木）、はじめの会を行いました。久しぶりの学校でしたが、参加した

７名のお子さんは楽しそうに遊んでいました。はじめの会では、教員の様子をじっ

と見つめたり真似をしたりする場面もあり、落ち着いて参加できました。 

また、はじめの会が終わってから、保護者の自己紹介をしたりお子さんの普段の

様子や悩みを話し合ったりしました。学年が違うと会うことがほとんどないので、

今回の交流は保護者の皆さんにとっても貴重な機会になりましたね。 

 【乳幼児教育相談 「５月のお便り」より】 

 

幼稚部 

 ３年生になって２週間が過ぎました。子どもたちは新しい友達、先生、生活に慣れてきて、元気いっぱいで

過ごしています。朝の遊びでは、虫取りや三輪車、遊具など、みんな夢中になって遊んでいます。いろいろな

先生や友達に声をかけてお話することも楽しんでいます。登校時刻が早まり、遊びの時間も増えたことで疲れ

もたまりやすいと思います。ご家庭では十分に休養をとり、元気に登校できるようにしてあげてください。 

 春のお散歩では、２年生と一緒にお花を探したり、遊具で遊んだりしました。自然と３年生の子どもたちが

集まって遊んでいる様子から、にじ組の仲の良さが感じられました。クラスの友達と安心して過ごす時間、リ

ーダーとして年下の友達と過ごす時間、どちらも大切にしていきたいと思います。 

 来週から、リズムと運動遊びが始まり、いろいろな先生のお話をきく機会も多くなります。どんなことをし

たか、先生はどんなことを言っていたか、どんな気持ちだったか、お子さんに合わせてたくさんお話をきいて

あげてください。 

【幼稚部３年「たんぽぽつうしん」より】（毎回学年・クラスを変えて紹介します） 

 

小学部 

新年度が始まり早くも一か月が経とうとしています。子どもたちは新しい環境を楽しみながら学校生活を過

ごしています。休み時間は、ようやく全学年で遊ぶことができるようになり、にぎやかな声が前庭に響き渡っ

ています。コロナ感染者数は減ってはきましたが、まだ気を緩めず、感染防止対策をとりながら学校活動を継

続していきます。引き続きご協力のほどよろしくお願いします。 

 

＊４月の個別教育面談、ありがとうございました。保護者の皆様との連絡を密にし、一緒に子どもたちの成長

を支援していきたいと思います。よろしくお願いします。 

＊新しい学校生活の中での緊張や連休も始まり、そろそろ身体の疲れが出てくる頃です。無理をせず、体調が

すぐれないときは、ゆっくり休息をとってください。 

【「小学部便り」より】 

 

通級指導教室 

「難聴・言語障害通級指導教室」とは… 

横浜市内には、ろう特別支援学校の他に、難聴・言語指導教室が小学校１１校（２校は言語のみ）、中学校

４校（２校は言語のみ）に設置されています。ろう特別支援学校通級指導教室には、難聴・言語ともに設置

されていて、現在市内の全域から小学３３名・中学生３２名が通級しています。   

普段は在籍校で学び、週１回または月１～２回程度、通級指導教室に通い聴覚や言語に関する個々の課題

に取り組んでいます。 

 

【通級指導教室便り「たけのこ」より】 



 
中学部 

 

入学・進級おめでとうございます。新しい一年が始まりました。昨年度８名の生徒が卒業しました。今年度

は１０名の１年生を中学部に迎え、２７名の生徒と１８名の教員で令和４年度の活動が始まります。中学部で

は、今年も「あいさつ・返事・礼儀・ルール」４つの目標を大切にし、心身共にたくましく、自分の力を発揮

できるよう支援していきます。そして、部活動や委員会活動・行事を通して「仲間の和」を大切にし、人を思

いやる気持ちと自信を育てていきたいと思います。今年度も中学部の活動にご理解ご協力をどうぞよろしくお

願いします。 

 

水早下校（すいはやげこう） 

中学部では、水曜日を５時間授業で部活動をしないで下校する「水早（すいはや）下校」を実施しています。

今年度の「水早下校」日は以下の通りです。また、毎月の学部だよりにも載せますのでご確認ください。 

４月・・なし       ５月・・25日       ６月・・なし 

７月・・なし       ８月・・なし        ９月・・７日 

10 月・・なし       11 月・・16日・30 日   12 月・・21日 

１月・・18 日       ２月・・8日       ３月・・なし       全７回 

 

【「中学部便り」より】 

 

高等部 

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。２年生、３年生のみなさん、進級おめでとうございます。

4 月から新生活が始まります。今年の４月といえば、民法の改正によって変わったことがあります。 

成人年齢が２０歳から１８歳に変わります。成人の定義が見直されたのは約１４０年ぶりだそうです。１

８歳・１９歳の人たちも国の大事な決定（憲法改正に関する国民投票など）や選挙に参加できるようにする

ためです。世界的に成人年齢を１８歳とするのが主流ということがあり、１８歳以上を大人として扱うのは

適当であるという結論に至ったわけです。では、成人になると何ができるのでしょうか。 

 

 ① 一人暮らしの部屋を借りることができる。 

 ② 家や自家用車など高い商品を買うときにローンを組むことができる。 

 ③ 携帯電話を契約することができる。 

 ④ クレジットカードをつくることができる。 

 ⑤ １０年有効のパスポートを取得することができる。  …etc… 

 

成人になると、親の同意を得なくても自分の意志で様々な契約ができるように

なります。また、民法の改正によって、女性が結婚できる最低年齢は１６歳から

１８歳に引き上げられました。これは、男女の違いをなくすためです。（以前は、

男性の結婚最低年齢は１８歳なのに対し、女性の結婚最低年齢は１６歳でした。） 

みなさんはもうすぐ１８歳になります。あと何年かすれば、自分で契約を結ぶ

ことができるようになります。自分でできることが増える反面、知識や責任が求

められます。これから１年間、知識は教科学習や実習などの経験を得て、責任は

係や委員会、部活動など周囲との関わりの中で磨いてください。一人だけではなく、お互いに高め合える関

係を築くことで、より一層磨きがかかるでしょう。あと、分かっていると思いますが…飲酒や喫煙、競馬な

どの公営競技に関する年齢制限はこれまで同様、２０歳からです。誤解のないように…。改めて、今年1 年

間、よろしくお願いします。 

【「高等部だより」より】 

 

 
 
 



PTA関係
1 日
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月
10 火
11 水
12 木
13 金
14 土
15 日
16 月
17 火 ＰＴＡ運営委員会

18 水
19 木
20 金
21 土
22 日
23 月 市P連特支部会

24 火
25 水
26 木 県聾P総会・研修会

27 金
28 土
29 日
30 月
31 火

PTA関係
1 水
2 木 開港記念日（閉庁日）

3 金

６月の行事
小学部：運動会

中高：神体連

中学部：前期中間試験

臨床相談　教育相談　幼稚部：交流

小学部説明会（内部生）

幼稚部：運動会

全経簿記検定

幼稚部：振替休業日　小学部：IUI

高等部：スタディサポート模試

尿検査二次　幼稚部：苗植えの話

幼稚部：運動会予行　中学部：水早下校　小中高連絡会

火災避難訓練（予備２３日）

小低：視力検査　中学部：発音検査

幼稚部：身体計測

幼稚部：交流　小学部：IUI　中学部：関東陸上　高３：振替休業日

幼稚部：視力検査　中学部：発音検査　高３：健康観察

幼稚部：遠足の話　中学部：視力検査

眼科検診

幼稚部：遠足　小高：視力検査

高３：修学旅行（～１８日）

高等部：視力検査、生徒総会

土曜参観　高１・２：進路説明会

振替休業日

尿検査一次　小１：遠足

憲法記念日

５月の行事

幼稚部：誕生会、運動会説明会　小学部：IUI　高１：結核検診

みどりの日

こどもの日

 
 

お知らせ 

【GW 中の緊急連絡先です】 

 連休中にコロナ関連等緊急に連絡が必要になった場合は、できるだけ学校代表のアドレスにメールで 

連絡してください。（ysyokoro@edu.city.yokohama.jp） 

電話でのやりとりが必要な場合は、次の学校携帯にお願いします。（すぐに応答できないこともあります） 

 ・寄林副校長  学校携帯１ 090-8116-0445 

 ・大杉副校長  学校携帯２ 090-8116-0600   ※連休中のみ：５月９日（月）まで 

 

【学校におけるセクシュアル・ハラスメント相談窓口をお知らせします】  

校内担当者 ＜副校長＞寄林 智  ＜養護教諭＞ 大場 聖衣子  

  ※教育総合センターの一般教育相談も、セクシュアル・ハラスメント相談窓口として利用できます。  

   電話番号：624-9414  月～金 9：00～17：00（祝日・振替休日を除く） 

  

  〇学校納入金の入金期間は5 月１日～15日です。お忘れなく手続きをお願いいたします。 


